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発表者略歴

三菱総合研究所にて、⾃動⾞、AVメーカー、電機企業等の事業
改⾰や研究開発マネジメントのコンサルティングに従事。その後、
ドイツ・ベルリンにて、現地企業との合弁事業の⽴上げに参画、
⽇本企業の欧⽶進出等のコンサルティングに当たる。
帰国後、電通に場を移し、⾃動⾞、AVメーカー、⾷品メーカー
等の、国内外におけるマーケティング及びコミュニケーション戦
略の⽴案と実⾏を指揮。
2015年4⽉より、内閣官房 情報通信技術（IT）戦略室にて、IT戦
略、中でもデータ流通環境の整備、データ連携基盤の構築、およ
び戦略課題解決のためのシステム検討を推進。2017年4⽉より政
府CIO補佐官。 2020年4⽉から2021年8⽉まで、戦略調整官。
2020年3⽉から8⽉の４ヶ⽉、内閣官房 新型コロナウイルス感染
症対策推進室 広報担当補佐官を併任、コロナウイルス感染症対
策に関わるIT技術の活⽤、および政府施策の情報発信にあたる。

現在、慶応義塾⼤学政策・メディア研究科特任准教授、東京⼤学
情報学環特任研究員、国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発推進機
構（AMED）総括調整役のほか、⺠間企業のアドバイザーを務め、
多様な事業領域に関わる事業、組織運営とDXの実践を通じ、デ
ータによって拓かれる社会変⾰を通じた、社会課題解決と安全・
安⼼・快適な社会の実現に注⼒。



講座から⽣まれた著作

問題意識：
健康寿命の延伸と社会保障費抑制の両⽴のため、ヘルス
ケア分野のデジタル化、データ利活⽤が期待されるとこ
ろ。

デジタル化への期待：
当該分野のデジタル化は、個⼈単位でデータを返すこと
可能とする厚労省の医療DX推進や、電⼦カルテのFHIR
採⽤などのデータ標準化等の技術進展もあり、⼤きく進
展しつつある。

事業化に求められる視点：
この流れの中、⺠間事業者のビジネス開発や効率化推進
において重要なのは、「提供価値の明確化」「サービス
のエンベッド化」の２つの視点。

⺠間活⼒活⽤のために：
⼀⽅で、収益ストリームの確保が課題となっており、⾃
⾛を前提として⺠間事業者を巻込む仕掛けや、適正な競
争を前提とした標準化やPF化への配慮が求められる。



デジタルヘルスケア実現の価値：2つの事例

おきなわ津梁ネットワーク：「眩暈がする」から、迅速かつ適切な介⼊へ



デジタルヘルスケア実現の価値：2つの事例

4出典）おきなわ津梁ネットワークプレゼン資料より作成

おきなわ津梁ネットワーク：数少ない⾃⽴したEHR

EHR



デジタルヘルスケア実現の価値：2つの事例

ルナルナ：データ分析を通じて妊娠確率向上、妊活をサポート



デジタルヘルスケア実現の価値：2つの事例

ルナルナ：7,000名余りのデータでロジック構築、300万⼈以上のデータで検証

出典）Journal of Medical Research, Vol 19, No 11 (2017): November



デジタルヘルスケアを阻害する3つの壁

データ流通・連携の壁
ユースケースの壁
収益化の壁



デジタルヘルスケアを阻害する3つの壁

データ流通・連携の壁
ユースケースの壁
収益化の壁



散在しているヘルスケアデータ

9

健康、医療、介護それぞれでプレーヤーが分散
それぞれのデータベースも分散



データ連携に向けた取組み①
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改正個⼈情報保護法の特例としての次世代医療基盤法
認定事業者を活⽤した医療データの研究開発活⽤

次世代医療基盤法（2018.05施⾏）



データ連携に向けた取組み②
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電⼦カルテ情報交換サービス（仮称）で、医療関係者間の情報流通を拡張
検査データを中⼼に本⼈に医療データを返すことを実現



厚労省の取組み：全国医療情報プラットフォーム

12出典）第4回医療DX 令和ビジョン2030 厚⽣労働省推進チーム（令和5年8⽉30⽇）資料2-2

本⼈を中⼼とした医療及び介護データの連携
健康分野については、⺠間によるサービス実現に期待



デジタルヘルスケアを阻害する3つの壁

データ流通・連携の壁
ユースケースの壁
収益化の壁



健康に対する意識の時間的なずれ
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失われる30年間（20代〜50代）は病院と縁がない
しかしながら、この期間の健康意識が、その後を⼤きく変える

出典）厚⽣労働省「令和2年（2020）患者調査の概況」より作成
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失われた30年間へのアプローチ①
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PHRを中核に、健康に関わる⾏動とポイントに対するリワードを連結
⾏動、購買内容、サービス利⽤等の⽇常⽣活の中での健康増進を後押し

出典）CCCMKHDプレゼン資料より作成



失われた30年間へのアプローチ②
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PHRを中核に、医療機関との連携を基に、検査情報等の可視化
検査結果のクラウド格納、通常時の健康管理も可能に

出典）アルム社プレゼン資料より作成

■健康管理基盤
「 M yPass」 メ ニューを表示。 直近 1 週間の体温と体調から○×△表示。

検査結果のデータがある場合は、 PDF のキャプチャーを表示。 タ ッ プで PDF を表示。



■健康管理 / 感染症管理
医用画像や医療情報、 PCR 陰性証明書を持

ち歩ける。 感染者モニタリ ング機能もある

（ GPS 等からの療養状況確認 AI を開発中）

■災害時や高齢者の安否確認
家族登録したユーザーとのチャッ ト 機能（ 開

発中） により 既読確認でき安否確認が可能

医療画像

健康観察

陰性証明書

ワクチン接種履歴

■学校 / 自治体連絡
登録済みの、 学校や自治体からの必要な連絡

（ 一斉配信） を受け取ることが可能

■自殺 / ネグレクト 相談
カウンセラーがブラウザから相談に応えること

ができ、 管理一元化可能。 国内サーバー利用で

個人情報保護も安心

失われた30年間へのアプローチ②
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PHRを中核に、医療関連情報の統合的な提⽰
感染症やカウンセリングなど、ニーズの⾼い機能と提携、連携

出典）アルム社プレゼン資料より作成



デジタルヘルスケアに対する⾏政と個⼈の意識
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デジタルヘルスケアは臨床から研究開発の両⾯にまたがる
個⼈と⾏政の視点にずれや時間差も存在

個⼈の視点 ⾏政の視点



デジタルヘルスケアを阻害する3つの壁

データ流通・連携の壁
ユースケースの壁
収益化の壁



世界でも特異な我が国の社会保障

出典）厚⽣労働省ホームページから著者等作成

世界でも稀有な⾼品質な医療を提供できる制度基盤
⼀⽅で、デジタル化等先進的な取組みの⾜枷に



ヘルスケアは「安いもの」という意識
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低く抑えられた医療費の個⼈負担
「健康づくり」「医療」にはお⾦をかけられない、という消費者意識



想定される収益源
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個⼈から当該分野での⼗分な収益を上げることは困難
持続性ある展開のためには、多様な収益源確保への事業者の取組みが必要

1. 公的保険
2. 国際⽀援予算
3. 海外の病院予算
4. 医療教育の予算
5. AIと連携した医療⽀援
6. 地域医療予算
7. PHR⺠間予算／⾏政DX予算



持続性あるデジタルヘルスケア確⽴のために
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提供価値の確⽴こそが、収益化の実現と持続性ある事業構築に不可⽋
データ活⽤とビジネスモデルは、提供価値実現のための⼿段



ビジネスモデル検討のために
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コンベンショナルなフォーマットで整理、可視化することが有⽤
提供価値を中⼼として、収益モデルまでを総合的に検証

出典）「Business Model Generation」より作成



デカップリングとエンベッディング
予備資料
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デカップリングによる産業変⾰
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人の活動 機能化 情報化

• 生活
• 経済活動

• 道具や機械
• ハード ウェ ア
• ソフト ウェ ア

• データ （ 数値と
コンテンツ）

デカッ プリ ング

手仕事 道具・ 機械

オペレーター コンピューター データ

オペレーター IoT インターネッ ト

自動化AI
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ジ
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垂直統合、⽔平統合、のその先へ
デジタル化進⾏に伴い、機能が分化され提供される

出典）渥美堺法律事務所・外国法共同事業 落合孝⽂弁護⼠資料より作成



エンベッディングによる産業変⾰
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分化された機能が、再度バリューチェインに組み込まれる
組み込みの際には、⽬的に合わせ、最適な機能を選択

出典）渥美堺法律事務所・外国法共同事業 落合孝⽂弁護⼠資料より作成

消費者

事業A 事業B 事業C

消費者

事業A 事業B 事業C

①要素が分化し 、それぞれをつなぐ構造になり 、

要素ごとの効率化と複雑化が進む（ アンバンド

リ ング）

②目的に合わせて最適なものを組み合わせるよ

う になり 、 機能が産業を超えてつながる

（ リ バンド リ ング）



エンベッディングによる新たな事業開発へ
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⽬的に合わせ、最適な機能によって新たなサービスが創出される
デカップリング→エンベッディングを通じて、業種融合が進展

出典）渥美堺法律事務所・外国法共同事業 落合孝⽂弁護⼠資料より作成

現行サービス 金融機関 新たなサービス

消

費

者

へ

新

た

な

価

値

を

提

供

保険サービスヘルスケア 決済機能

後払い小売 レンディ ング

クラウド
ファンディ ング

決済機能投資

チャージ機能交通 決済機能


